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平成２５年 第６回 定例 

摂 津 市 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

開催日時      平成２５年６月２１日（金）   午後２時００分開会 

               午後４時２０分閉会 

開催場所     摂津市役所 新館７階 講堂 

 

付議事件   

議案番号 件       名 審議結果 

２７ 「摂津市社会教育委員委嘱の件」 承認 

２８ 「摂津市公民館運営審議会委員委嘱の件」 承認 

２９ 「摂津市文化財保護審議会委員委嘱の件」 承認 

３０ 
「摂津市立温水プール条例の一部を改正する条例原案承認の

件」 
承認 

３１ 
「摂津市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規則制定の

件」 
承認 

 

出 席 者 

委 員 長 

委員長職務代理者 

委 員 

委 員 

教 育 長 

 

教 育 総 務 部 長 
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大 矢 優 子 

福 元  実 

齊 藤 公 男 

山手知榮子

箸尾谷知也 

 

山 本 和 憲 

登 阪  弘 

宮 部 善 隆 

 

次世代育成部次長 

兼教育センター所長 

学 校 教 育 課 長 

児 童 相 談 課 長 

こ ど も 教 育 課 長 
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若狭孝太郎  
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小 林 寿 弘
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柳 瀬 哲 宏 

岩見賢一郎 

木 下 伸 記 

中 村 実 彦 
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児童相談課長代理 
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文化スポーツ課長代理 
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総 務 課 総 務 係 員 

総 務 課 総 務 係 員 

野 本 憲 宏 

 

高 田 邦 明 

 

辻  稔 秀 

飯 野 祐 介 

鈴 木  誠 

関 本 敏 晴 

坂 本 裕 子 
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委員長 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

生涯学習課長代理 

 

 

 

 

委員長 

 

 

生涯学習課長代理 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

ただいまより、平成２５年第６回教育委員会定例会を開催いたし

ます。本日の署名委員は齊藤委員ですので、宜しくお願いします 

それでは、議案第２７号「摂津市社会教育委員委嘱の件」につき

まして、生涯学習課長より説明をお願いします。 

 

議案第２７号「摂津市社会教育委員委嘱の件」につきまして、ご

説明を申し上げます。 

 

【以下、議案書により説明】 

 

以上で説明が終わりましたが、ご意見やご質問はございません

か。特に質問がございませんので、議案第２７号「摂津市社会教育

委員委嘱の件」については承認いたします。 

続きまして、議案第２８号「摂津市公民館運営審議会委員委嘱の

件」につきまして、生涯学習課長より説明をお願いします。 

 

議案第２８号「摂津市公民館運営審議会委員委嘱の件」につきま

して、ご説明を申し上げます。 

 

【以下、議案書により説明】 

 

新任で公募ということですが、応募はどのくらいあったのでしょ

うか。 

 

６月１日から６月１０日の期間でホームページ・本市広報・各公

民館・摂津市役所ロビーにて募集の案内をさせて頂きましたとこ

ろ、男性２名、女性２名の計４名の応募がございました。論文を提

出頂き選考させていただきました。 

 

他にご意見がございませんので、議案第２８号「摂津市公民館運

営審議会委員委嘱の件」については、承認といたします。 

続きまして、議案第２９号「摂津市文化財保護審議会委員委嘱の

件」につきまして、ご説明をお願いします。 
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生涯学習課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

文化スポーツ課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

文化スポーツ課長 

 

 

委員長 

 

文化スポーツ課長 

 

委員長 

 

文化スポーツ課長 

 

教育長 

 

議案第２９号「摂津市文化財保護審議会委員委嘱の件」につきま

して、ご説明を申し上げます。 

 

【以下、議案書により説明】 

 

説明が終わりましたが、ご意見やご質問はございませんか。特に

質問がございませんので、議案第２９号「摂津市文化財保護審議会

委員委嘱の件」については承認いたします。 

続きまして、議案第３０号「摂津市立温水プール条例の一部を改

正する条例原案承認の件」につきまして、ご説明をお願いします。 

 

議案第３０号「摂津市立温水プール条例の一部を改正する条例原

案承認の件」につきまして、ご説明を申し上げます。 

 

【以下、議案書により説明】 

 

以上で説明が終わりましたが、ご意見やご質問はございません

か。 

 

利用料金の金額は上がるか、下がるか、また、それは指定管理者

の方が料金設定を自由にできるのでしょうか。 

 

条例で現行料金を上限と定めることとなりますので、利用料金が

下がることはありましても、上がることはございません。 

 

利用者にとってのメリットはどのようなものがありますか。 

 

利用料金が下がる可能性があること等が考えられます。 

 

プールの利用時間が長くなることもあるのでしょうか。 

 

今のところその予定はございません。 

 

利用料金を上げることは上限を条例で決定していますのであり

ませんが、業者に利用者を増やすための方策を考案していただき、
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生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援課長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

例えば様々なイベントの開催や利用時間の拡大等が実現すれば、利

用者にとってのメリットになるかと思っております。 

 

先ほど利用時間についての議論がございましたが、料金と同様に

利用時間につきましても条例で定められております。 

これから募集をかけますが、業者によりましては、利用時間を拡

大できないかという話もございました。利用時間拡大の検討の際に

は、第三回または第四回の議会に上程することで、開館時間の変更

も可能であると考えております。 

 

図書館も祭日も開館するようになりましたので、そのように市民

が利用しやすくなるのかと思いました。 

この件について他に質問がございませんので、議案第３０号「摂

津市立温水プール条例の一部を改正する条例原案承認の件」につい

ては承認いたします。 

続きまして、議題第３１号「摂津市立幼稚園条例施行規則の一部

を改正する規則制定の件」につきまして、子育て支援課よりご説明

をお願いします。 

 

議題第３１号「摂津市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規

則制定の件」でございますが、報告事頄の（２）、（３）と関連する

部分がございますので、一括してご説明を申し上げます。 

 

【以下、議案書により説明】 

 

以上で説明が終わりましたが、ご意見やご質問はございません

か。この件について質問がございませんので、議題第３１号「摂津

市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規則制定の件」について

は承認いたします。 

次に、４.報告事頄（１）事業実施に伴う奨励援助の件について、

総務課長より説明をお願いします。 

 

報告事頄（１）、事業実施に伴う奨励援助の件につきましてご説

明させていただきます。 

[事業実施に伴う奨励援助の件について説明あり] 
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委員長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

委員長 

 

生涯学習課長 

 

委員長職務代理者 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

学校教育課長 

 

委員長職務代理者 

 

 

委員長 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

 

歴史講演会についてですが、西村了然氏は摂津市文化財保護審議

会の学識経験者としてあげられている方の講演会ですね。 

 

その通りでございます。文化財保護審議会委員をしていただいて

おります光蓮寺住職、西村了然氏の講演会になっております。 

 

それは保護審議会とは別ということになるのでしょうか。 

 

その通りでございます。 

 

第５１回大阪府小学校社会科研究会三島大会ということで、開催

場所が茨木市立中条小学校となっていますが、どのような内容で、

どのような発表をされるのか教えて頂けませんか。 

 

「ともに学び、考え、伝え合う社会科学習の研究実践発表」とい

うことで、本市の鳥飼西小学校の教諭が、研究発表を行うと聞いて

おります。 

 

鳥飼西小学校の先生が、茨木市立中条小学校で授業をされるとい

うことですか。 

 

その通りでございます。 

 

事前準備が大変だと思われますが、是非頑張っていただきたいと

思います。 

 

他に質問はございませんか。特に質問がございませんので、続い

て（４）平成２５年度５月までの問題行動等件数について、児童相

談課長より説明をお願いします。 

 

報告事頄（４）平成２５年度５月までの問題行動等件数について、

ご説明申し上げます。 

 

[平成２５年度５月までの問題行動等件数について説明あり] 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

補足として、ご紹介させていただきます。今回の具体的事案を見

ていただきましたら、全てＢ中学校ということになっております。      

前回の教育委員会会議の際にも尐し話が出ておりました中学校

なのですが、昨年度から引き続き厳しい状況が続いております。教

育委員会としても指導主事あるいは退職校長等が支援に入らせて

いただいているのですが、今回改めましてサポートチームを作り、

支援に入りたいと思っております。学校の先生方にはさまざまな取

り組みをしていただいておりますが、なかなか状況が改善せず、先

生方も大変ご苦労されている状況でございます。ですから、やはり

教育委員会としても全力でサポートしたいという思いがあり、サポ

ートチームを作って支援に入らせていただくことにしました。 

特に尐年事件等ですが、様々なケースを経験されている弁護士さ

んにご協力をお願いすると同時に、スクールソーシャルワーカー、

そして必要に応じて摂津警察の方、あるいは吹田子ども家庭センタ

ーの方など、外部の専門家にもご協力いただいて、７月３日に学校

の先生方と一緒に今後の方針について会議を開催したいと思って

おります。 

２学期に向けて取り組みの方向性や具体的な方策を検討しまし

て、２学期から人員増強の態勢で、可能な限り学校のサポートをし

ていきたいと思っております。また活動内容につきましては適宜報

告させていただきたいと思っております。 

 

５の事案において、Ｄに対し一週間学校に登校させなかったとい

うことですが、これは学校での職員会議や生徒指導部会で決定され

たものでしょうか、あるいは保護者から自主的に登校を控えたいと

の申し出があったからでしょうか。 

 

保護者の方から、尐し頭を冷やし、しっかり反省させる為に一週

間登校を控えさせたいと申し出がありました。学校側も保護者の方

の思いを尊重し、受け入れたというように報告を受けております。 

 

１～４の事案において、“家庭でも話をしてもらった”という同

じ表現が使われていますが、具体にはそれぞれ異なる対応になって

いるのでしょうか。 
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児童相談課長 

 

 

 

山手委員 

 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

 

 

 

 

山手委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

実際文言としては同様となっておりますが、一旦家庭に連絡して

保護者とも十分話をし、保護者の方からも家庭で指導していただき

たいというような方向で話をしていると聞いております。 

 

学校としては、それぞれのご家庭で受け入れ態勢があり、ある程

度お任せできるという判断だったのですか。ご家庭で話をしてもら

うことによって、何らかの良い展開を期待できるという思いが含ま

れているように受け取っているのですが。 

 

その辺りについては、若干温度差はあろうかと思います。ただ、

学校に対して不信感や不満を持っておられるということではなく、

保護者自らが家庭でも話をするという方向で話がなされたと報告

を受けております。ただ本当の意味で学校側の思いをご理解いただ

けたかというと、中には断片的な理解の保護者の方もあるというよ

うには聞いておりますが、その辺りの点も含めて、家庭でも話し合

っていただける方向にはなったと報告を受けております。 

 

教育長がおっしゃる人員増というのは、やはりＢ中学校ではさま

ざまな問題があるため、学校の授業をきちんと守るためにも人員増

もあり得るということでしょうか。 

 

昨年度Ｂ中学校には、国の緊急雇用の事業を活用し、２名程人員

増の配置がなされておりまして、その方々に授業に入れない子ども

の対応をしていただいたことにより、学校側としても非常に助かっ

たということを聞いております。 

しかし今年度はその緊急雇用事業がなくなったため、同様の役割

を担う人員配置がこれまでできておりませんでした。市の予算の問

題もありますが、現在財政当局と協議をしておりますので、可能で

あれば、再度昨年のような人員配置を行いたいと思っております。 

 

Ｂ中学校２年生の男子生徒のことですが、保護者の希望による一週

間自宅謹慎ということですが、学校側として出席停止という措置も

提案できるケースかと思いますが、このような場合の学校側の対応

について教えて下さい。また、その男子生徒が一週間の自宅謹慎を

経て、現状どういう状況なのか、再発防止の観点も含め教えてくだ
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児童相談課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代育成部次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さい。 

 

５番の案件の生徒についてですが、実は今回具体的な報告にはあ

げてないのですが、前後して器物損壊など複数件の問題を起こして

いるということもございました。 

そういった経緯を受けて、保護者の方が現状のままで良い方向に

向かうのは困難だという判断をされた結果、自宅で過ごす方向を希

望されました。学校側から保護者に対して出席停止を積極的に働き

かけたのではありません。学校側としては、やはり生徒とよく話し

こみ、保護者の話も伺っていく中で、本人に十分反省させたいとい

う思いであったというように聞いております。 

そういったことがあり、保護者の方から、生徒自身をクールダウ

ンさせるという意味と、家庭でも話をさせたいという申し出がござ

いましたので、学校側もそれを尊重したと聞いております。  

それ以降は、現在のところ問題行動が継続しているということは

聞いておりません。 

現在はまだそこには至っていませんが、生徒自身もこれまで属し

ていたグループから抜けたいという思いも、この４月以降は持ち始

めているようです。生徒自身の心が揺れ動いている状態ですので、

今後も注意深く本人とよく話込んでいく方向で取り組んでいると

いうことです。 

 

出席停止の話でございますが、他の生徒の授業を妨害するような

ことがあれば、出席停止も考えられます。昨年度、校長から出席停

止に関しての相談がございました。保護者と直接相談したケースも

ございました。出席停止の期間は、その間に担任等が家庭訪問をす

る、あるいは学校以外の場所で勉強を教えるということも必要にな

ってきます。その生徒の教育権も考えなければなりません。集団か

ら離すことでの改善に向けた対応策ですので、実際に効果が期待で

きるのか不明であるという学校の判断がございまして、出席停止に

は至っておりません。 

今後選択肢としてゼロではないということではございます。７月

から始めます専門家も交えてのケース会議の中で、総合的に判断し

て、今後出席停止という措置を取る可能性も考えられます。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

委員長 

 

 

補足させていただきますと、ご存じかもしれませんが、次長から

説明申し上げました出席停止と、高等学校における停学とはそもそ

も異なるものです。高等学校の停学は学校長が本人に通告するもの

ですが、義務教育における出席停止とは、学校へ通学させる義務は

保護者にありますので、保護者に対して通告することになります。

判断についても教育委員会が行うこととなっており、学校長が生徒

に対して出席停止を通告するのではなく、教育委員会が保護者に対

して通告するということです。しかし、やはり義務教育ですので、

その生徒の教育を受ける権利というものもありますし、また登校さ

せないだけで済む問題ではありません。 

やはり学校としてはその出席停止終了後、再度その生徒との関係

を構築していかなければなりませんし、一律に問題を起こした生徒

は出席停止とできるようなものではありません。    

やはりそのことも含めますと、出席停止期間中にも学校側は生徒

との関係を築いていかなければならず、例えば教諭の家庭訪問や図

書館等で個別に学習指導を行う等、サポートが必要になります。そ

うすると学校側としてもその人員や時間が必要になりますので、そ

の件と先程述べましたように、その出席停止後のその子との関係作

り等を考えますと、そう簡単に出席停止という手段が取れないとい

うのが現状だと思っております。そういったことも含めまして次長

が申しましたように、どういう方法が一番良いのかということは、

弁護士等の意見もおききしながら、今後検討していきたいと思って

おります。 

 

Ｂ中学校ですが、複数の生徒が問題行動を起こしていますが、そ

れは同じグループの生徒や同じクラスであるという傾向があるの

でしょうか。 

 

やはりそういう問題行動を起こしている生徒が複数いるという

ことは事実です。同じクラスということではなく、同じ学年ではグ

ループ化していることもあります。 

 

学校としてはそのグループを引き離すなどということは検討さ

れているのでしょうか。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山手委員 

 

 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

山手委員 

 

 

 

 

 

具体的な改善策は、我々が今後検討していきたいと思っておりま

すが、グループを解体する等は、実際問題としては必ずしも良い方

法ではないと考えております。やはりそのような働きかけを行う

と、かえってグループから離脱した生徒が孤立してしまう可能性も

あります。やはり生徒たちにとっては、友達ですし、仲間ですから、

大人の目から見るとマイナスの要素を持つグループに見えていて

も、彼らにとっては安心できる仲間であったり、クラスメイト以上

に仲の良い関係がありますから、グループを解体するということを

目的とするよりも、やはりそれぞれのクラスの中で、どう生徒たち

を受け入れていくか、結果としてそのようなグループでの行動がな

くなっていくのかということを検討するべきだと思います。具体的

な方策につきましては、７月３日のケース対応会議後で現状をお聞

きした上で、改めて考えたいと思っております。 

 

こちらの管轄外になるかもしれませんけど、学校で尐し荒れた生

徒さんについて地域での様子や放課後の様子等は把握していらっ

しゃるのですか。例えば、校内にいる際と同じように荒れていると

か、みんなで集まって何かしているとか。 

 

 

どちらかというと、地域というより、例えば放課後は校門付近や

学校の傍などで集まっているところを、帰りなさいと先生方が指導

するというような報告はございますが、付近のどこかの公園等で集

まって、問題を起こすという報告はございません。以前お話があっ

たかと思いますが、どちらかというと甘えの部分が伺えるのではな

いかと思います。先生方にかまって欲しいということも考えられる

かもしれないです。校外での問題行動は現在のところないようで

す。 

 

学校の中でも校門付近に居座ったまま、下校する他の生徒に危害

を加えるといったことはないのでしょうか。また、他の生徒には複

数人で集まっているだけで威圧感を与えてしまうということはあ

ると思います。 
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児童相談課長 

 

 

次世代育成部次長 

 

 

 

 

 

 

山手委員 

 

 

次世代育成部次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

齊藤委員 

 

児童相談課長 

 

他の生徒に危害を加えたりはしませんが、威圧感を感じる生徒も

いると思います。 

 

２年生ですが、昨年、地域の公園や近隣のお店から苦情が入るた

びに指導をして参りました。その結果、一番遊べる場所は学校であ

ると思ったようです。 

下校中の他の生徒へ威嚇行為をしている等は聞いておりません。

職員室に残っている教員に対して声をかけるなど、遊んで欲し 

い、相手をしてほしいという側面もあるようです。 

 

そうなのですか。信頼関係ができていなくて、先生はもう嫌とい

うことではなく、むしろ関わりたいのですね。 

 

昨年度も報告いたしましたが、例えば昼休みに学校を抜け出して

コンビニで買い物をしていた生徒を連れ戻そうと手を軽く引っ張

った際に、生徒が、それは体罰だとか叩かれたというような発言を

することもあります。先生は生徒を指導しても、生徒に手を出さな

いということを逆手に取ると、学校はそういう生徒たちにとって安

心且つ安全な場所ということになってしまっており、甘えている側

面もあります。 

ただ、その生徒たちにそのつもりがなくても、校門付近で集まっ

ておれば当然その他の生徒には怖さを感じさせる場合もあると思

います。 

 

４の事案において、Ｅが天井に穴をあけたという報告があります

が、このような器物破損があった場合は、保護者に対して弁済を求

めるのでしょうか。 

 

その辺りは指導の流れの中で、弁済を求める場合もあると聞いて

おります。 

 

必ずしも求めないということですね。 

 

100％求めるということではございません。 
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委員長 

 

 

 

 

次世代育成部次長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山手委員 

 

 

 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

 

 

器物損壊については、故意に行ったものと不注意から生じたもの

とが、全てまとめて数字としてあがっているのですが、故意のもの

とそうではないものが区別できるよう表示していただいた方が、問

題行動として分かりやすいと思います。 

 

器物損壊につきましては、整理できております。故意は全てです。

故意ではない器物損壊であっても、注意を聞かずに禁止されている

行為を行い、その結果ガラス等が破損したというものは件数に含め

ております。 

不注意で誤って何かを破損させてしまった場合は件数に含めて

おりません。 

 

現在問題行動を起こしている生徒は２年生ということもありま

すので、まだ学校の中での対応が可能な段階であると思っておりま

す。やはり、今後学校側の対応として困難になってくるのは、他校

との繋がりが出来てくる場合です。ひとつの学校の指導のみでの対

応をはるかに超えてきますので、やはり対応も複雑になり難しいと

思います。現状の報告では、まだ学校の方を向いている、登校して

くれているという状況ですので、なんとか今の段階で、よい方向に

向けていきたいと思っております。そういう意味で、できるだけ早

期の対応をしていきたいと考えております。 

 

６番目の案件が、今おっしゃったように、Ｃ中学校の生徒とＥ中

学校の生徒とに繋がりができており、他校と繋がってしまっている

ケースなのでしょうか。 

Ｃ中学校の生徒とＥ中学校の生徒は異なる中学校ですが、その生

徒がＬＩＮＥを介してトラブルになるという新しいケースで、生徒

間で暴力行為があったようですが、詳細について教えてください。 

 

このケースにつきましては、この当事者の生徒が全く知らないと

ころで携帯電話のＬＩＮＥ上でのやりとりの中で、この生徒の名前

が出てきたようです。そのことを、この生徒が他者から伝え聞いて

腹を立て、ある生徒を追いかけまわし、収まりが付かずに暴れたと

いうことでした。本当に興奮してしまい、周囲の教師が止めに入っ

てもなかなか抑えがきかなかったというケースでした。 
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山手委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

こども教育課長 

 

 

委員長 

 

 

こども教育課長 

 

 

 

委員長 

 

 

こども教育課長 

 

山手委員 

 

 

 

 

 

現在、携帯電話やインターネット上でのトラブル等さまざまなケ

ースがございまして、自分が当事者になってやりとりしてのトラブ

ル以外に、他の生徒同士のやりとりから発生するケースも出てきて

います。 

 

その生徒さんが腹を立てたのも当然のことだったのかもしれな

いですね。 

 

７月３日のサポート支援の会議で、より良い方向性が見出せるよ

うにしたいと思います。 

では（５）教育委員会所管施設における指定管理者の募集につい

て、こども教育課長より説明をお願いします。 

 

 

[教育委員会所管施設における指定管理者の募集について説明あ

り] 

 

今まで外郭団体であったものが公募になるということですが、指

定管理者の募集は、いつ頃の予定になりますでしょうか。 

 

現在、各担当部で募集要頄等作成し、選定委員会にかけまして、

８月から募集を行い、最終１２月の後半には指定管理者が決定する

予定でございます。 

 

では、（６）子ども・子育て会議委員の公募について、こども教

育課長より説明をお願いします。 

 

[子ども・子育て会議委員の公募について説明あり] 

 

応募期間が８月１日から１６日となっていますが、８月１日号の

広報、ホームページでの掲載となりますと、応募される方への周知

徹底の期間として、尐し短いのではないかと思います。初めての試

みでもありますし、沢山の応募者の中からいい方を選定していただ

こうとすると周知徹底期間の検討も必要ではないかと思います。 
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こども教育課長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

委員長 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

 

 

児童相談課長 

 

 

 

 

 

 

委員長職務代理者 

 

委員長 

 

 

多くの方に応募いただいて、その中でも特に子ども・子育てに関

して熱意のある方を人選させていただいて、活発な議論をしていき

たいと思っております。応募の動機をご記入いただく６００字詰め

の用紙もありますし、募集期間の延長など余裕を持った募集の方法

を８月１日の開始時期も含めて検討したいと思います。 

 

応募しようと思う方が、どのような会議であるのかが、分かりや

すい方法で募集されると、より応募者が増加すると思います。 

ただ単に会議をしますということではなくて、もう尐し分かりや

すい方法での募集をお願いしたいと思います。 

では、（７）各課事業日程報告について、総務課長より説明をお

願いします。 

 

[各課事業日程報告について説明あり] 

 

この件についてのご質問等ございませんので、次は５.その他に

進みたいと思います。 

 

前回質問させていただい重篤ないじめの事案ですが、私は教育委

員会から市町村長に報告をするのだと思っていたのですが、各校長

から市町村長に報告をするということで、その辺りについて、もう

尐し教えていただきたいと思います。 

 

本日の参議院本会議で、いじめ対策推進法が可決成立されたとい

う報道もございましたが、地方公共団体が設置する学校は、いじめ

の重大事態が発生した旨を、当該地方公共団体の長に報告しなけれ

ばならないという文言が第３０条に規定されておりますので、学校

が地方公共団体に報告するというようになります。 

教育委員会を通じて、報告するということになります。 

 

従前と大差はないということですね。 

 

私からの提案なのですが、６月中旪からの教育委員による学校訪

問と、校長先生による学校経営計画の発表をヒアリングさせていた

だいておりまして、８割がた終了しました。 
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委員長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことについて、各教育委員さんの感想や良かった点や改善す

べきだと思われた点等をお伺いしたいのですが、よろしいでしょう

か。 

 

まず、学校がどのように美しく保たれているのかといったことも

含めての学校整備の状況、そこから子どもたちの様子も類推できる

と思います。実際に子どもたちの授業状況を見た際にも学校の状況

がよくわかり、大変よかったと思います。今後も継続していただき

たいと思います。 

協議の場所に校長先生と教頭先生が出てきておられます。難しい

面もあるのかもしれませんが、教務の代表の方に出てきていただけ

ると、学校のカリキュラムのことをもう尐し詳しくご説明いただく

だとか、生徒指導、生活指導担当の方がおられると、もっと掘り下

げた協議ができるように思いました。 

学校の事情もあるかと思いますので、可能であればそのようなこ

ともできればよいと思います。 

校長先生や教頭先生だけではなく、例えば小学校であれば、調理

員や他の職員も含め、学校運営に関わるさまざまな方とお話しする

機会をいただければ、よりよい協議が行えると思います。 

 

図書室に関しては、読書サポーターの方にお話を伺えると、様子

がよくわかりました。 

 

小中校園の訪問については、公開授業とは異なる視点で学校の環

境整備の実態や子どもたちの様子を知ることができ大変参考にな

りました。授業参観では、授業中の子どもたちの様子とともに、教

室の大きさと収容人数による教室環境の状況も知ることができま

した。また入学後間もない１年生が元気に給食の配膳や掃除をして

おり、その成長ぶりに驚きました。さらにある学校では、先生方の

指導や校務員さんの協力のもとに子どもたちもそのことを理解し、

廊下がとてもきれいな状態に保全されていたのには感心しました。 

今年度の学校経営に関わるヒアリングでは、各小中学校の校長先

生からお話しを伺い、各校における取り組み課題などを理解するこ

とができました。一方、本市では中学校ブロックごとの小中一貫教

育推進協議会があり、それぞれの目標などを協議しておられるの
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山手委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長職務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

で、学校経営に関わるヒアリングにおいても、各中学校ブロックご

とにお話を伺えれば、そのブロックの特徴や課題などをより深く理

解できるのではないかと思いました。 

 

学校の様子を見せていただけたことは非常によかったと思いま

す。学校の中をいろいろ歩かせていただいて、先生方は肉体労働だ

なぁと感じました。また授業は立ってなさってますし、生徒さんに

も授業の内容にも細やかに気を行き渡らせなければなりませんし、

そういう意味での大変さも感じました。 

子どもたちの掃除時間や給食の時間に訪問させていただくこと

が多かったのですが、意外と子どもたちが、雑巾がけや箒での掃除

等、家では行わないであろう掃除方法ですが、とても丁寧に掃除し

ている姿を見れてよかったです。 

一番良かったのは、クーラーが導入されているということが、大

阪の夏の環境にはとても適していて勉強もしやすくてよいと思い

ました。 

ヒアリングについては、それぞれポイントを置いている点が異な

っていたり特性があったりして、各校一生懸命に取り組んでいただ

いているという思いがしました。ただ、校長先生方が、緊張さてい

る面も見受けられたので、もっとリラックスしてお話できればさら

によかったように思います。 

お話の中で、摂津市内全域に広がれば良いと思った点がいくつか

ありまして、先生方の間でそれぞれ共有して実践していただければ

よいのではないかと思いました。 

校長先生たちと教育委員会との協働というかたちで今後も取り

組んでいきたいと感じました。 

 

学校経営計画と学力向上も含めてお話を伺っておりまして、私が

感じましたのは、かつては学校要覧を見せていただきまして、文字

を追っているだけとは異なり、直接お話しさせていただくことでこ

ちらからも質問もできますし、非常に良い取り組みだと思っていま

す。市内で全体化されればよいのではないかという協議もできます

し、そういう点では非常に良い取り組みが始まったという感想を持

っています。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接子どもたちの顔を見られる学校訪問というのは、私にとって

も、非常に楽しみであり、委員活動の励みになるものでもあります。 

山手委員がおっしゃいましたように、校長先生方が緊張して構え

てしまっている場面もありましたので、今後はそうではなくて、い

い話だけではなく、本音で困っていらっしゃる点もお聞かせいただ

いて、教育委員会としても協力していければよいと思いました。 

プレゼンですが、各校とても一生懸命取り組んでいただいている

のですが、先程山手委員もおっしゃいましたように、とてもよい取

り組みを行っている学校がありまして、それが市全体に広がればと

いうのは、以前からの摂津市の課題でもありまして、例えば研究授

業の発表で大変良いものがありましても、それがなかなか全市に広

がらないということがいわれています。 

そこに教育委員会が介入しまして、広げていくことができればよ

いと思います。 

 例えば三宅柳田小学校が取り組んでいる授業の原則は、「空白の

時間を作らない」、「一度に二つのことを説明しない」、「励ます」と

いうもので、この３つはどの学校においても非常に有効だと思いま

すので、是非広げていきたいと思います。 

また、各校の校長先生がそれぞれプレゼンをなさって、とても上

手な先生と、尐し分かり辛い点があり、こちらに熱意が伝わってこ

なかった先生とがありましたが、校長先生自身が、自分の学校をも

っとこんな風に良くしたいという熱意がもっと必要だと思います。 

他の先生方にも校長先生の熱意が伝わらなければ、学校は一つに

なりませんので、もう尐し伝え方を検討していただきたいというこ

とを感じる場面もありました。 

 

学校訪問につきましては、従前から行っている事業でありますの

で、今回いただきましたさまざまなご意見は、また学校側に伝えて

いきたいと思います。 

経営計画のヒアリングにつきましては、今年度からの取組みでし

て、校長も初めてということでご苦労いただいているのではないか

と思います。本日いただきましたご意見を踏まえてさらによりよい

ものになるようにしていきたいと思います。 

東京では学校選択というものが盛んに行われておりまして、校長

先生等が、自分の学校に来ていただくために、区民に向けてさまざ
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委員長 

 

 

まなプレゼンをされているというようにきいております。私は学校

選択については全く考えておりませんが、やはり子どもさんをお預

かりするわけですから、小学校では６年間、中学校では３年間、学

校長は自分の学校がどのような方向でどのような取組みをしてい

くのかということをきちんと説明できなければなりません。 

このようにお子さんを育てていきますということを、胸を張って

校区の方々にお話していただきたいというのが、私の本当の思いで

あります。 

いずれは市全体に広げるということを含め、市民の方に向けて、

各校の校長が、私の学校はこのような取り組みを行って参りますと

いえるようになれば良いと思っております。ただ、今年は初めての

試みでもありましたので、なかなかそこまでには至っておりません

でした。 

今年は各校の校長先生にお一人でお越しいただいて、３０分ずつ

プレゼンをしていただきましたが、次回からは例えば自分のプレゼ

ン時間よりも早く来ていただいて、前の校長のプレゼンをきくこと

ができるようにすれば、他校の取り組みも分かりますので、来年は

そのような方法も考えています。 

また、校長先生も教育委員さんもお互いに緊張していてマイナス

にならないかというご意見もございましたが、これがレイマンコン

トロールといいますか、教育とは関係のない部分で、市民の目線で

学校をご覧いただいている方のご意見だと思います。 

やはり学校の中の職員は、どうしても学校目線で物事を判断して

しまいがちですから、市民の方がどのように感じておられるのか直

接聞く機会がなかなかございませんし、保護者の方はどうしても遠

慮なさることも多いですので、保護者とは全く異なる立場で、市民

目線でご意見をいただくことは、耳の痛い部分もあるかと思います

が、それは学校をよりよくしていくという部分では必要なことです

ので、今後もご意見をいただければと思っています。 

本日頂戴しましたご意見につきましては、次回の校長会で伝えて

いきたいと思いますので、今後もよろしくお願いいたします。 

 

[評価点検報告書について] 

それでは、評価点検報告書について、ご説明をお願いいたします。 
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教育総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報告書の

書式や内容の修正について検討しておりますので、ご報告をさせて

いただきます。 

 資料として平成２４年度教育推進プランの冒頭の部分をコピー

し、次に、総合計画の概要版の一部を添付しています。そのあとに

評価点検報告書（案）、その記載例という項序になっております。 

 目標値とそれに伴う実績、翌年度の取り組みの方向性の記載をす

ると、より分かりよいものになろうかと思い、現在検討しています。 

 昨年度までの評価点検報告書につきましては、教育推進プランの

記載に沿った重点事頄を表題に、各課が実績報告をさせていただい

ております。 

 市の全ての計画の上位計画として総合計画を作成しており、その

中で目標とする指標等を記載しております。評価点検報告書につき

ましても、総合計画の体系図に沿って評価点検ができないかを検討

いたしております。 

 総合計画は基本構想、基本計画で構成されておりまして、基本構

想については 7つの頄目に分かれております。主に教育委員会に関

する部分は、５頄目目の「誰もが学び、成長できるまち」という頄

目があり、第 1章に生涯学習の関係、第 2章に就学前学校教育の記

載がございます。これに従い、評価点検報告書を作成できないかと

検討中でございます。 

 指標、目標値、達成報告、実績値の数値目標と実績を合わせて、

総括的にお示しできるように協議中でございます。 

以上、内部検討の流れを報告させていただきました。 

 

 続いて、私から評価点検報告書について説明させていただきま

す。総合計画に基本的に沿ったものとして考えております。 

 文科省事務分担通知によりましても、市で評価を行う際は総合計

画の指標を活用しつつ対応すること、という記載がございますの

で、できる限り総合計画に基づいて検討して参りたいと思っていま

す。 

 現在、評価点検シートを策定いたしておりますが、他市の様式例

等を参考にさせていただきまして、現在主流となっております評価

点検シート形式で作成させていただきました。 

 この評価点検シートでございますが、５つの段落に分かれており
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委員長 

 

 

教育総務部長 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

ます。 

 （１）施策の概要、（２）指標の目標値と実績値、（３）単年度施

策評価、（４）施策の展開、（５）摂津市の特色や、取り組みとして

進めて参ります。 

 （１）施策の概要につきましては、総合計画の基本計画となって

おります。１０年間同様の内容で、その施策に基づいて１０年改革

が基本となるものです。 

 （２）指標の目標値と実績値でございますが、総合計画の実施計

画でございます。市全体として目標を立て、またその実績を記入し、

毎年施行管理をしていくものでございまして、数値化された指標と

なっております。 

 （４）施策の展開と（５）摂津市の特色や、取り組みでございま

すが、施策の詳細の報告・計画およびそれらの取り組みとなってお

ります。こちらは、施策ごとの頄目に対してでございますので、施

策によりましては量が多くなるものもあると思います。 

 戻りまして（３）単年度施策評価でございますが、摂津市の総合

計画では毎年行う実施計画におきまして、施策の評価が現在はござ

いません。やはり評価点検報告書につきましては、施策ごとの評価

が必要ということで、総合計画にない独自の頄目といたしまして、

毎年度評価を行う方向で検討しております。評価頄目及び詳細につ

きましては、現在Ａ・Ｂ・Ｃ評価となっておりますが、こちらにつ

きましては現段階では案でございまして、より適切なものとなるよ

う、今後検討が必要かと考えております。 

 点検評価シートの説明は以上です。 

 

 総合計画と教育推進プランとはどのようにつながっているので

しょうか。 

 

 現在の評価点検シートについてご了承いただければ、平成２６年

度の教育推進プランにつきましては、総合計画に沿ったかたちのプ

ランを作成していくこととなると思います。 

 

ご提案の点検評価シートにおいては、第４次摂津市総合計画（平成

23年度〜平成 32年度）に示された目標や指標だけが記載されてい

ることに疑問を感じます。と申しますのは、子どもたちを取り巻く
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教育総務部長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

様々な状況変化に対応するためには、10 年間の長期計画の目標や

指標だけではなく、３年～５年間の中期計画における目標や指標も

定め、毎年度末に評価点検するのが良いのではないかと考えます。

今年度学校経営計画の中にも中期目標が掲げられています。 

 総合計画も２７年度が中間点となります。総合計画は１０年の計

画ですので、３２年度の数値も記載はしておりますが、中期的に２

７年度の目標値も記載しております。 

 

 齊藤委員がおっしゃいましたように、私どもも１０年というのは

長いという認識は持っておりまして、やはり５年で見直すというの

が現在の基本的な考え方かと思います。今回２７年度の数値も記載

されておりますが、現在具体的な数値目標が明記されているのがこ

の総合計画だけですので、今回はこの総合計画を拠り所とさせてい

ただいております。 

 

 目標と実績値は、一旦このような数値で提示させていただいたほ

うが、議論していく上で建設的なご議論をいただけるのではないか

と思っております。また、この内容につきましては学識の先生にも

ご意見をいただいて作成しておりますので、アドバイスもしていた

だきやすいかと思い、可能な限り数値目標を入れていただくように

いたしました。 

 

 数値目標だけでなく、目標を達成するための取り組みや具体例な

ど数値で表されない記述も含めた評価指標も必要ではないかと考

えます。また 10 年間という長期計画だけでなく、例えば平成 27

年度くらいまでの中期計画であれば、具体的な目標や評価指標が示

せるものと考えます。 

 

どういった取り組みをするかという計画については、最終年度と

は別に、間の年度についても具体的な取り組みを記載することは可

能であると思います。確かに平成３２年度の数値目標はあまりにも

先過ぎて分かり辛いという点は認識しておりますので、今後、再検

討していきたいと思います。 
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教育長 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

委員長 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 現在市としては、毎年の目標数値は示しております。ただ、総合

計画の策定の際には、途中経過ではなく最終の数値を示しておりま

す。しかし、別の資料で各年度の目標数値は記載しております。 

 平成３２年度といいますとまだ先のこととなりますので、一旦平

成２７年度を最終目標以前の第一段階の目標として、最終皆様のご

意見で現在検討中の書式がまとまれば、平成２６年度の目標値を追

加していくことは可能です。 

 

 この件に関しましては、本日ご意見いただいた分を加味したもの

で再度作成し、個別に送付させていただきまして再度ご意見をいた

だくということとさせていただきたいと思います。 

 

 １０月の教育委員会議で、評価点検シートの承認をしていただく

というのがこれまでの流れでございますので、８月の教育委員会議

で素案を提出させていただきたいと思います。 

 

 学識の先生にご覧いただくのも夏頃でしたでしょうか。 

 

 先に学識の先生とのやり取りはさせていただいて、９月の教育委

員会の際に、作成方法に関しての意見交換ということで、学識の先

生にもご出席いただいてご意見をいただくという流れでございま

す。 

 その時点でほぼ決定いたしますので、８月の教育委員会会議で、 

お示しし、ご指摘いただいた箇所を修正させていただいたうえで、

学識の先生にご覧いただいて、９月の教育委員会議で決定していく

こととなります。 

 昨年同様、今年も選挙の関係で決算委員会がずれ込みますが、例

年ですと決算委員会の前までに、市長、議会議員に発送しておりま

した。 

 

 ８月の教育委員会議までに素案を作成し、教育委員のご意見をい

ただいて、その後学識の先生にご覧いただくとともにご意見を頂戴

して、修正したものを再度教育委員会にかけるということですか。 
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 はい。そこで修正箇所をご説明させていただいて、ご承認いただ

くという流れとなります。その後、学識の先生のご意見をいただき、

確定させます。 

 

 学識の先生との意見交換の場を設けさせていただきまして、基本

的には、教育委員会で議論をさせていただいたものを、学識の先生

の意見を伺って訂正し、最後に、教育委員会と学識の先生にもご出

席いただいて懇談会をさせていただきます。 

 

 書式は本日いただいた意見を基に修正し、各教育委員宛てに送付

させていただきますので、ご覧いただいて次回の定例会前に事前に

ご意見をいただいて、その上で７月の教育委員会議でご覧いただい

て、そこでご承認いただければ８月の教育委員会議にすすめていく

ということといたします。 

 

 私が評価点検報告書にこだわっております理由は、内容が非常に

分かり辛いと感じていたからです。今回改善を試みた結果、市民の

方にとって分かりやすいものとなることが一番重要だと思ってお

ります。かえって分かり辛くなるようであれば本末転倒になるの

で、詳細まですべて記載し過ぎると、分かり辛いこともありますし、

複雑な内容であればよいということではなく、当市の教育員会がど

のような活動を行っているのかを知っていただけるものになれば

良いと思います。 

 何を行ったかではなく、その結果どのような成果が得られたかを

示すことが大切だと思います。 

 この件に関しましては、改めて時間を設けまして、再度議論させ

ていただきたいと思います。 

本日予定されておりました案件はこれで全て終了いたしました。 

これをもちまして、第６回教育委員会定例会を閉会します。皆様

ご苦労様でした。 

 


